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韓国
経済指標の動き

主な経済指標を見ると、為替レートは年初以来、1ド

ル＝1100ウォン台前半で安定した動きを示している。懸念

された貿易収支も、第2四半期以降、半導体などの輸出の

好調によって安定した黒字を記録している。原油価格の高

騰、半導体価格の下落などの懸念要因はあるが、主要輸出

先である米国の景気が大きく後退しないかぎり、当面は黒

字基調が持続するものと思われる。

生産者物価及び消費者物価はやや上昇ぎみであるが、速

報では10月の消費者物価は下落に転じている。しかし今後

については、原油価格上昇の影響が顕在化することも予測

され、物価動向は注意を要しよう。

失業率は7月には季節調整値で、通貨危機以来最低の

3.7％まで低下したが、8月には4.1％まで上昇している。

今後の企業整理の動向等によっては、雇用問題が再び深刻

化することが懸念される。

企業整理とその波紋

多額の不良債権を抱える韓国の大手銀行21行は、11月3

日に再建の見込みのない企業52社を清算、法定管理（日本

の会社更生法適用に相当）、売却･合併などにより処理する

方針を表明した。これは金融システムの安定化を図る政府

の意向を受けた措置と考えられる。しかしこれらの企業の

中には、既に法定管理下にある企業も含まれている。各地

の裁判所はこうした企業については、銀行団の声明は法的

根拠がないとしており、事態は混乱の様相を呈している。

経営が悪化している現代建設、双龍洋灰工業（セメント）

の両社は、今回の処理の対象に含まれなかった。双龍につ

いては日本の太平洋セメントの資本参加が決定した点など

が考慮された模様である。

混迷を続ける現代グループ

現代グループでは、現代自動車と現代重工業の2社を中

心とする2小グループの本体から分離が既に決定している。

現代建設は残る本体グループの持株会社機能を担ってお

り、今回の企業処理の対象からは外れたが、資金繰りは厳

しい状況が続いている。グループ創業者の鄭周永氏、子息

で事実上の経営者である夢憲氏などの経営者一族の私財提

供、現代商船などグループ企業の持株の放出による資金捻

出などの打開策が話題に上ったが、結果的にはいずれも立

ち消えとなった。

同社が処理対象から外されたことについては、グループを

通じた韓国経済全体への影響の大きさに加え、金剛山開発は

はじめとする対北事業を担っている現代峨山社の主要株主で

あることが、政治的に配慮されたとの見方も示されている。

しかし、対北事業自体が現在のグループにとっては重荷とな

っており、仮に現代建設の生き残りが実現した場合でも、こ

れまでどおりの事業の継続は困難と予測される。

今後の展望

この他11月8日には、事実上の破綻の後、ワークアウト

（債務棚上げによる再建処理）の対象となっていた大宇自

動車が倒産し、法定管理に移った。同社は米フォードへの

売却計画が白紙にもどされ、新たな買収先を探している状

況であった。

今後こうした破綻が続けば、下請企業にも波及し、雇用

問題が深刻化すると考えられる。現在の韓国経済は、高い

成長率の裏に一向に改善しない不良債権問題を抱えてい

る。現代グループなどの処理が契機となって、これらが表

面化してくる可能性は高いと考えられる。

（ERINA調査研究部研究主任　中島朋義）

（注）失業率は水準、製造業生産指数、生産者物価指数、消費者物価指数は対前年同期比伸び率、その他のパーセンテージ表示系列は前期比伸び率�
　　国内総生産、最終消費支出、固定資本形成、失業率は季節調整値�
　　貿易収支はIMF方式、輸出入は通関ベース�
（出所）韓国銀行、韓国統計庁�
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